
義務化された協力医療機関連携、どう進める？

医療機関へのアプローチから 顔の見える関係 の構築まで
医師の視点と介護施設の成功事例 をもとに具体的な手順を解説

この本でわかること

▶協力医療機関の設定に必要な

　基礎知識

▶医療機関との連携を進める

　具体的手順

▶医療機関へのアプローチ・

　交渉のポイント

▶すでに協力医療機関連携加算を

　取得している施設の成功事例

青柳 直樹　著
A5判／168頁／定価2,750円（本体2,500円＋税10％）

すぐに使えるひな形付き！

・協力医療機関連携の協定書

・医療機関との会議録

※ダウンロードデータ

特別養護老人ホームのための
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申　込 書〈第⼀法規刊〉

書　 名 価格 部数

定価2,750円
(本体：2,500円+税10％)

　  部

取 扱 い

　＊代金引換⼿数料について

　 ⼀回あたりのご購入金額

　（商品の税込価格+送料）の合計が

 1万円以下の場合、330円（税込）
　＊送料・代引き手数料を含む合計金額は、

　　商品のお届時に配送業者に現金でお支払いください。

　 その際、クレジットカードはご利⽤いただけません。
 3万円以下の場合、440円（税込）

　10万円以下の場合、660円（税込）

ご住所

〒　     ―

ご機関名

ﾌﾘｶﾞﾅ
ご氏名

　                  様  

TEL 　      ―        ―

E-mail 　           ＠

はじめにーなぜ介護施設に協力医療機関が必要なのか？ー

基礎知識編　おさえておきたい「協力医療機関連携」の概要
　第１章 これから求められる「協力医療機関連携」
　　１ 義務化された協力医療機関との連携
　　２ 「協力医療機関連携加算」の新設
　　３ 協力医療機関とは
　第２章 「協力医療機関連携」義務化の背景
　　１ 日本社会が直面する構造的課題との関係
　　２ 従来の連携の課題
　　３ 国からの強いメッセージ

実践編　具体的にわかる「協力医療機関連携」の手順
　第１章 「協力医療機関連携」の意義
　　１ 連携締結への不安
　　２ 連携がもたらす「三方よし」の価値と戦略的意義
　第２章 事前準備・連携締結・連携後のフロー
　　１ 従来までの協力病院との連携内容の精査
　　２ 配置医師と協力医療機関の医師の役割の整理
　　３ 従来の協力病院との関係継続の考え方
　　４ 実効性のある連携へのプロセス
　第３章 連携する医療機関探し
　　１ 自施設に必要な協力医療機関の整理
　　２ 立地、専門性、ICTへの対応を見る
　　３ インターネットで探す
　　４ 人や機関のネットワークで探す
　　５ 交渉先を絞り込む
　第４章 交渉
　　１失敗例からみる行うべき対策
　　２連携を拒む「三つのズレ」の解消
　　３ 「Win-Win」に向けた交渉術
　　４ 医療機関の事情を理解する
　　５ 自施設の分析と自己紹介
　　６ 交渉上の留意点
　　７ 施設長の責任と役割
　第５章 協定書（契約書）締結
　　１ 協定書（契約書）の準備
　　２ 協定書（契約書）に盛り込むべき内容
　第６章 自治体への提出
　　１ 自治体がチェックする項目
　第７章 定期的な会議の実施と情報共有
　　１ 定期的な会議の継続と「顔の見える関係」の構築
　　２ さまざまな場面で必要となる情報共有
　第８章 介護施設内での周知
　　１ 周知の意義と重要性
　　２ 職員研修での周知とその内容
　第９章 連携内容のブラッシュアップ
　　１ 評価と改善を通じて連携の実効性を高める
　　２ 介護施設内の体制の構築
　　３ 連携を「組織の文化」として定着させるために

事例編　成功事例に学ぶ「協力医療機関連携」の進め方
事例No.１　弱みも共有できる「顔の見える関係」を通して、双方にとって効率的な
　　　　　   施設運営を実現

１　施設の基本情報と連携までの流れ

２　連携初期の苦労と乗り越え方

３　連携によって解決できた課題・得られた成果

４　今後の展望や課題
 医師が注目した ナイスアプローチ

事例No.２　施設内の対応フローや職員の意識改革を行い、協力医療機関からも頼られる
　　　　　   存在を目指す

１　施設の基本情報と連携までの流れ

２　連携初期の苦労と乗り越え方

３　連携によって解決できた課題・得られた成果

４　今後の展望や課題
 医師が注目した ナイスアプローチ

事例No.３　現在の施設に必要なものを考え直し、感染症対策も備えた新たな連携先とつながる

１　施設の基本情報と連携までの流れ

２　連携初期の苦労と乗り越え方

３　連携によって解決できた課題・得られた成果

４　今後の展望や課題
 医師が注目した ナイスアプローチ

事例No.４　最期まで安心して生活できる、「暮らし」と「医療」の切れ目ない支援を実現

１　施設の基本情報と連携までの流れ

２　連携初期の苦労と乗り越え方

３　連携によって解決できた課題・得られた成果

４　今後の展望や課題
 医師が注目した ナイスアプローチ

事例No.５　25年の付き合いがある病院と話し合いを重ね、よりよい連携関係をいち早く築く

１　施設の基本情報と連携までの流れ

２　連携初期の苦労と乗り越え方

３　連携によって解決できた課題・得られた成果

４　今後の展望や課題
 医師が注目した ナイスアプローチ

事例No.６　病院・特養・老健のシームレスな連携関係を作り、ＩＣＴを活用した根拠ある
 























ケアの土台を広げる

１　施設の基本情報と連携までの流れ

２　連携初期の苦労と乗り越え方

３　連携によって解決できた課題・得られた成果

４　今後の展望や課題
 医師が注目した ナイスアプローチ

資料編　各種ひな形（ダウンロードデータ付き）


医療連携協力契約書
 
議事録
編集協力者・執筆者紹介／著者紹介

おわりにー医療と介護のさらなる発展を願ってー

＊弊社宛お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買上げ合計金額5,000円(税込)以上のご注文は、国内配送料サービスと
　いたします。また、お買上げ合計金額5,000円(税込)未満のご注文については、国内配送料550円(税込)にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適⽤税率に依ります。

この申込書は、ハガキに貼るか、

このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

■宛先
〒107-8560
東京都港区南青山2-11-17
第一法規株式会社

FAX：0120-302-640

書店印
◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に⽰す方法にて支払います。

　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。

　（いずれかを✔で選択ください）□ 代金引換により支払います。 □ 現品到着後請求書により支払います。

年　  ⽉   ⽇

＜お客様の個人情報の取扱いについて＞
お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利⽤させていただきます。また、お客様の個人情報は、弊社
ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利⽤停⽌を希望される場合、その他お問い合わせにつきましては、お
問合せフォーム（https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php）もしくはフリーダイヤルにてご連絡ください。フリーダイヤル■TEL 0120-203-696 ■FAX 0120-202-974

協力医療機関（098293）2026.03

詳細・お申し込みはコチラ
＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞
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